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－高吾北3町消防団大規模災害対応合同訓練　11月25日－

教育委員会からのお知

1月27日（日）
第28回 ピッタリロードレース開催

らせ

横倉山自然の森博物館

1月3日（木）～3月3日（日）まで ※1月3日入館無料

企画展「豊かな森にすまうもの
～高知のコウモリ～」

からのお知らせ
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越
知
町
長吉

岡
　
珍
正

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
国
政
で
は
大
き

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
与
野

党
逆
転
の
大
波
乱
劇
で
あ
り
ま

す
。
３
年
前
に
民
主
党
が
政
権
を

と
っ
た
時
と
同
じ
こ
と
が
再
び
起

き
ま
し
た
。
民
主
党
に
対
す
る
国

民
の
不
満
が
、
自
由
民
主
党
支
持

に
走
り
ま
し
た
。
自
由
民
主
党
の

人
気
上
昇
で
は
な
く
、
そ
こ
に
向

か
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
結
果
と

い
え
ま
す
。

民
主
党
は
国
民
に
対
し
て
多
く

の
政
権
公
約
を
し
ま
し
た
が
、
現

実
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
守
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
期
待
は
ず
れ
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
。

選
挙
戦
を
勝
ち
取
り
、
政
権
を

奪
還
し
た
自
公
勢
力
に
は
、
冷
え

き
っ
た
日
本
の
経
済
社
会
を
な
ん

と
か
明
る
く
力
強
い
も
の
に
立
て

直
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。
ま
た
、
大
都
市
中
心
の
政
治

で
は
な
く
、
地
方
へ
も
細
か
い
気

配
り
や
温
か
み
の
あ
る
政
治
を
強

く
要
望
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
町
民
の
皆
さ
ま
は
、

越
知
町
内
４
ケ
所
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト

が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
桑
薮
、
日
ノ
浦
、
野
老
山
、

越
知
（
丸
山
）
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
桐
見
川
に
も
現
在
す
で
に
土

地
は
造
成
さ
れ
て
お
り
、
３
月
に

竣
工
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
と
、

町
内
に
５
ケ
所
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。な
お
、

越
知
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
京
都
よ
り
西

に
お
い
て
、
行
政
で
は
唯
一
の
夜

間
も
離
着
陸
で
き
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備

事
業
は
、
安
全
・
安
心
の
町
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
中

で
越
知
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
利
用
率
は

極
め
て
高
く
、
現
在
ま
で
多
く
の

患
者
の
搬
送
に
活
躍
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
高
知
市
の
医
療
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
搬
送
は
約
13
分
程
度

で
あ
り
ま
し
て
、
ケ
ガ
や
急
病
の

方
に
と
っ
て
は
、
時
間
と
の
戦
い

で
す
か
ら
、
大
変
有
り
難
い
こ
と

で
す
。
心
肺
停
止
の
状
態
で
搬
送

さ
れ
た
方
で
も
社
会
復
帰
さ
れ
、

現
在
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
方

も
い
ま
す
。

ま
た
、
越
知
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
町

内
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
町
か
ら

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
平
成
24
年
中
の
利
用
件
数
は
、

佐
川
町
８
件
、
仁
淀
川
町
３
件
、

越
知
町
11
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
前
は
県
の
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
「
り
ょ
う
ま
」
１
機
で
し
た

が
、
今
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
が
配
備
さ
れ
、
空
路
で
の
緊
急

搬
送
が
さ
ら
に
充
実
さ
れ
ま
し

た
。医
師
が
乗
っ
て
い
ま
す
の
で
、

救
急
現
場
で
必
要
な
初
期
治
療
を

行
っ
た
後
、
搬
送
さ
れ
ま
す
。

今
後
必
ず
発
生
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
東
南
海
・
南
海
地
震
を
考

え
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が

襲
っ
て
く
る
か
も
分
か
り
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
越
知
町
は
毎
年
、

陸
上
自
衛
隊
に
離
着
陸
場
の
使
用

承
諾
の
許
可
を
出
し
て
お
り
、
万

一
の
場
合
、
最
大
限
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
ん

な
事
態
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
願

い
ま
す
が
、
も
し
も
の
時
に
備
え

る
も
の
で
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
現
在
越

知
町
で
は
、
中
学
校
の
体
育
館

（
室
内
プ
ー
ル
付
き
）
を
建
設
中

で
す
。
昨
年
も
少
し
触
れ
ま
し
た

が
、
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
か
っ

た
前
の
体
育
館
を
取
り
壊
し
て
、

太
陽
光
発
電
機
能
を
備
え
た
、
時

代
に
即
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

車
の
通
行
や
近
隣
の
皆
さ
ま
に

は
、
工
事
の
騒
音
な
ど
大
変
ご
不

便
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
の
施
設
整
備
で
あ

り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
竣
工
は
８
月
を
予
定
し

て
お
り
、
２
学
期
か
ら
使
用
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
体

育
館
や
プ
ー
ル
か
ら
、
生
徒
た
ち

の
明
る
く
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て

く
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り
、
本
年
が
平

和
で
幸
せ
あ
ふ
れ
る
年
に
な
り
ま

す
よ
う
、
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
年
に
な
り
ま

す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し

ま
す
。
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越
知
町
議
会
議
長

岡
林
　
幸
政

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
の
初
め
に
あ
た
り
、
町
民
の

皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
世
界
の
景
気
は
弱
い
回

復
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
が
、
日

本
経
済
は
一
向
に
上
向
く
気
配
が

あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
銀
行
が
ゼ
ロ
金
利
政
策
を

取
り
続
け
て
い
ま
す
が
、
回
復
の

兆
し
は
見
え
ず
、
国
の
借
金
も
一

千
兆
円
を
超
え
よ
う
と
し
て
お

り
、
非
常
に
深
刻
な
状
況
で
す
。

欧
米
諸
国
の
景
気
の
持
ち
直
し

や
中
国
を
は
じ
め
新
興
国
経
済
の

成
長
が
世
界
経
済
を
下
支
え
す
る

と
い
っ
た
期
待
感
が
あ
る
一
方
、

巨
額
な
債
務
を
抱
え
た
国
や
企
業

が
債
務
不
履
行
に
陥
る
恐
れ
が
あ

る
と
の
見
方
も
あ
り
、
依
然
と
し

て
先
行
き
は
不
透
明
で
す
。

町
に
お
い
て
も
、
地
方
交
付
税

や
国
・
県
の
補
助
金
に
頼
る
財
政

状
況
で
あ
り
、
国
の
景
気
低
迷
は

地
域
の
活
力
に
大
き
く
影
響
す
る

た
め
、
一
日
も
早
い
景
気
回
復
を

願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け

た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
は
、

い
ま
だ
に
収
束
の
め
ど
は
立
た

ず
、
さ
ら
に
、
各
電
力
会
社
は
一

斉
に
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。

四
国
電
力
も
同
様
に
値
上
げ
を

予
定
し
て
い
る
よ
う
で
、
住
民
生

活
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
り
、
大

変
心
配
を
し
て
い
ま
す
。

原
子
力
政
策
の
議
論
は
今
後
も

続
き
、
問
題
の
解
決
に
は
、
相
当

の
年
月
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、

新
政
府
お
よ
び
国
会
に
は
、
政
局

論
争
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、

国
民
の
安
心
・
安
全
な
社
会
を
構

築
す
る
真
剣
な
議
論
を
求
め
ま

す
。
ま
た
、
実
効
性
の
あ
る
景

気
・
雇
用
対
策
や
震
災
復
興
な
ど

の
新
年
度
予
算
の
成
立
に
迅
速
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

昨
年
、
本
町
議
会
で
は
、
住
民

に
開
か
れ
た
議
会
活
動
、
議
会
運

営
を
目
指
し
、「
議
会
基
本
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

条
例
制
定
に
先
立
ち
、
開
か
れ

た
議
会
活
動
の
一
環
と
し
て
、
各

地
区
で
の
住
民
懇
談
会
を
実
施

し
、
大
変
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
で
も
、
バ
ス
運
行
や
水
道
問

題
に
関
す
る
ご
意
見
が
多
く
あ

り
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

執
行
部
へ
は
、
解
決
に
向
け
た
検

討
を
行
う
よ
う
求
め
て
い
く
考
え

で
あ
り
ま
す
。

議
員
は
、
執
行
部
政
策
の
審
議

だ
け
で
な
く
、
自
ら
も
積
極
的
に

提
言
を
行
い
、
一
層
の
緊
張
感
を

持
っ
て
議
論
を
重
ね
、
審
議
を
尽

く
し
て
、
町
民
の
生
活
の
安
定
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
町
民
に
理
解
さ

れ
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
お
よ
び
議

員
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

本
年
も
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

地
区
で
の
懇
談
会
を
実
施
し
、
皆

様
方
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が

ら
、
議
員
全
員
が
知
恵
を
絞
り
、

豊
か
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
３
年
が
町
民
の
皆
様
方

に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
い
一
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
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つ
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ま・ち・の・話・題

越
知
町
産
業
祭

12
月
１
日
･
２
日
の
両
日
、
Ｊ

Ａ
コ
ス
モ
ス
越
知
支
所
に
お
い

て
、
第
35
回
越
知
町
産
業
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
餅
投
げ
や
福
引
き

な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
々
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
「
わ
た

が
し
」
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
好

評
で
し
た
。

今
年
も
、
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン

グ
ド
ッ
グ
ス
の
参
加
が
あ
り
、
多

く
の
子
ど
も
た
ち
と
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
の
ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
ま
し
た
。

ヘ
チ
マ
の
高
さ
の
部
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
ヘ
チ
マ
19
点
が
並
び
、

高
さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

品
評
会
で
は
、
農
産
物
の
部
に

１
２
７
点
、
薬
草
の
部
に
62
点
の

出
品
が
あ
り
、
次
の
方
々
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

【
農
産
物
の
部
】

高
知
県
知
事
賞

「
生
姜
」

武
智
　
陸
海

越
知
町
長
賞

「
大
根
」

橋
詰
　
教
雄

全
農
高
知
県
本
部
長
賞

「
キ
ャ
ベ
ツ
」

須
内
　
　
辯

高
知
県
園
芸
連
会
長
賞

「
白
芽
芋
」

片
岡
　
政
彦

Ｊ
Ａ
コ
ス
モ
ス
組
合
長
賞

「
ピ
ー
マ
ン（
青
）」
片
岡
　
亀
興

【
薬
草
の
部
】

越
知
町
長
賞

「
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
」
片
岡
菜
穂
子

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
土
佐
組
合
長
賞

「
当
帰
」

境
　
　
稔
彦

【
ヘ
チ
マ
の
部
】

「
高
さ
部
門
」
98.5
㎝
　

境
　
　
美
羽

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
寄
付
に
よ

り
、
産
業
祭
を
盛
大
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

次
回
も
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
多

数
の
出
品
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
越
知
町
産
業
祭
実
行
委
員
会
）

第35回越知町産業祭寄付金一覧
集落名

小　　　舟
１　　　区
２　　　区
３　　　区
４　　　区
５　　　区
６　　　区
７　　　区
８　　　区
９　　　区
10 区
11 区
12 区
13 区
14 区
15 区　１
15 区　２
16 区　１
16 区　２
17 区　１
17 区　２
18 区　１

集落名
18 区　２
山　　　室
佐　之　国
南ノ川１区
南ノ川２区
小　日　浦
堂　　　林
桐見川１区
桐見川２区
桐見川３区
大　　　平
中　大　平
五　　　味
今　　　成
小　　　浜
堂　　　岡
後　　　山
栂　ノ　森
本　　　村
袖　　　野
柚　ノ　木
栗　ノ　木

集落名
薬　師　堂
清　　　水
筏　　　津
深　　　瀬
稲　　　村
鎌　井　田
京　　　仲
日　ノ　浦
清　　　助
桑　　　薮
片　　　岡
谷　ノ　内
黒　　　瀬
宮 ケ 奈 路
南　片　岡
浅　　　尾
宮　地　下
宮　地　上
柴　　　尾

合　　計

寄付金
9 , 4 0 0  
2 0 , 8 0 0  
1 1 , 5 0 0  
1 3 , 1 0 0  
5 , 3 0 0  
9 , 7 0 0  
1 3 , 3 0 0  
7 , 5 0 0  
1 4 , 5 0 0  
1 4 , 1 0 0  
1 2 , 0 0 0  
7 , 0 0 0  
5 , 5 0 0  
3 , 0 0 0  
3 0 0  
9 0 0  

1 , 1 0 0  
8 0 0  

1 , 3 0 0  
1 , 4 0 0  
1 , 6 0 0  
1 , 7 0 0  

寄付金
5 0 0  

1 , 0 0 0  
8 0 0  
6 0 0  
4 0 0  
4 0 0  

1 , 3 0 0  
1 , 2 0 0  
2 , 7 0 0  
1 , 4 0 0  
1 , 5 0 0  
2 , 2 0 0  
2 , 6 0 0  
3 , 1 0 0  
6 0 0  

1 , 4 0 0  
1 , 7 0 0  
1 , 0 0 0  
4 , 5 0 0  
8 0 0  

1 , 5 0 0  
1 , 2 0 0  

寄付金
8 0 0  

2 , 3 0 0  
9 0 0  

1 , 4 0 0  
8 0 0  

5 , 9 0 0  
1 , 0 0 0  
1 , 9 0 0  
8 0 0  

2 , 7 0 0  
3 , 4 0 0  
2 , 6 0 0  
1 , 3 0 0  
1 , 4 0 0  
1 , 0 0 0  
8 0 0  

1 , 3 0 0  
8 0 0  

4 , 7 0 0  

2 2 4 , 0 0 0  

たくさんのご寄付ありがとうございました。

（円）



―5―広報おち―1月号―

ま・ち・の・話・題

第
15
回
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
杯

ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

11
月
30
日
に
、
町
民
総
合
運
動

場
体
育
館
に
お
い
て
、「
第
15
回

コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
杯
ス
カ
ッ
シ
ュ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
月
末
だ
っ
た
た
め
、
今

回
の
参
加
チ
ー
ム
は
８
チ
ー
ム
と

少
な
か
っ
た
で
す
が
、
一
部
と
二

部
に
分
か
れ
て
試
合
を
行
い
ま
し

た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

一
部
優
勝

イ
ニ
シ
ャ
ル
Ｙ

片
岡
幸
貞
　
中
内
由
佐

伊
藤

豊

準
優
勝

ミ
ス
タ
ー
レ
デ
ィ

二
部
優
勝

チ
ー
ム
横
畠
Ｂ

鈴
木
千
歩
　
中
嶋
信
子

大
原
隆
典
　
和
田
悠
矢

準
優
勝

上
川
さ
ん

参
加
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
さ
ま
、
寒
い
中
、
最
後
ま
で

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
大
抽
選
会

１
月
５
日
に
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
２
時
ま
で
越
知
町
商
工
会
館

前
に
お
い
て
、
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド

大
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
満
点
カ

ー
ド
１
枚
で
１
回
抽
選
が
で
き
ま

す
。
空
く
じ
な
し
の
総
本
数
１，

２
０
０
本
を
用
意
し
て
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

（
越
知
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
加
盟
店
会
）

11
月
25
日
に
、
宮
の
前
公
園
に

お
い
て
、
３
０
０
人
を
超
え
る
消

防
関
係
者
が
参
加
し
て
、
南
海
地

震
な
ど
の
広
域
大
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
、
近
隣
市
町
村
へ
の
支

援
体
制
の
確
立
と
現
場
指
揮
能
力

の
向
上
を
目
的
に
大
規
模
災
害
対

応
合
同
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
水
防
工
法
や
倒
壊

家
屋
救
出
訓
練
、
事
故
車
輌
救
出

訓
練
、
建
物
火
災
消
火
訓
練
や
高

知
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー「
り

ょ
う
ま
」に
よ
る
救
助
訓
練
・
空
中

消
火
な
ど
、多
種
多
様
な
訓
練
が
、

３
町
消
防
団
協
力
の
も
と
、
実
践

さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
高
吾
北
消
防

本
部
発
足
以
来
、
初
め
て
３
町

（
越
知
町
・
佐
川
町
・
仁
淀
川
町
）

の
消
防
団
が
一
同
に
会
し
行
わ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
意
味
深

い
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
消
防
団
員
・
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
ま
た
、

ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
消
防
署
員
の

皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

大
規
模
災
害
に
備
え
て

高
吾
北
３
町
消
防
団

大
規
模
災
害
対
応
合
同
訓
練



―広報おち―1月号―6―

ま・ち・の・話・題

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
２
０
１
３
年
が
始
ま

り
ま
し
た
。
我
々
、
高
知
フ
ァ
イ

テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
の
２
０
１
３

年
の
シ
ー
ズ
ン
テ
ー
マ
は
「
Ｃ
Ｈ

Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
〜
挑
戦
〜
」

で
す
。
日
本
一
、
王
者
奪
還
を
目

標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
我
々

の
人
生
を
懸
け
て
、
今
一
度
チ
ー

ム
の
結
束
力
を
高
め
、
戦
い
抜
く

姿
勢
を
貫
き
、
日
々
精
進
し
て
い

き
ま
す
。
皆
さ
ま
、
ど
う
ぞ
２
０

１
３
年
も
ご
声
援
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
２
０
１
３
年
の
広

報
第
一
号
は
地
域
密
着
球
団
「
高

知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
」

の
新
年
の
ご
挨
拶
、
な
ら
び
に
イ

ベ
ン
ト
活
動
な
ど
を
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス

代
表
取
締
役
社
長
　
武
政
　
重
和

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
越
知
町
の
皆
さ
ま

に
は
、
い
つ
も
球
団
を
ご
支
援
い

た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
は
、
成
績
が
振
る
わ

ず
、
皆
さ
ま
に
は
寂
し
い
、
悔
し

い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
２
０
１
３
年
は
選
手
・
フ
ロ

ン
ト
・
球
団
職
員
全
員
が
、
昨
年

味
わ
っ
た
苦
い
思
い
を
忘
れ
ず
、

優
勝
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
く
所

存
で
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
挑

戦
」。
球
団
も
新
た
な
事
業
、
育

成
に
取
り
組
み
、
シ
ー
ズ
ン
終
了

後
に
は
最
高
の
報
告
が
で
き
る
よ

う
、
ま
た
越
知
町
を
今
以
上
に
盛

り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
、
努
力
し

て
参
り
ま
す
。
本
年
も
高
知
フ
ァ

イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

☆
新
年
の
ご
挨
拶

12
月
１
日
、
２
日
の
２
日
間
、

越
知
町
産
業
祭
に
松
本
英
明
選
手

と
大
石
崇
晴
選
手
が
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
で
は
コ

ー
ヒ
ー
・
肉
ま
ん
・
グ
ッ
ズ
の
販

売
や
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ゲ
ー

ム
を
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
子

ど
も
た
ち
と
交
流
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
餅
つ
き
や
餅
投
げ

に
も
参
加
し
ま
し
た
♪
大
石
崇
晴

選
手
が
一
番
餅
つ
き
の
セ
ン
ス
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
寒
さ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
元

気
、
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
！
ス
ト
ラ

ッ
ク
ア
ウ
ト
ゲ
ー
ム
を
き
っ
か
け

に
野
球
が
好
き
に
な
り
、
子
ど
も

た
ち
が
外
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を
感
じ

て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
と
思
い
ま
す
！

☆
越
知
町
産
業
祭

12
月
10
日
に
役
場
前
で
行
わ
れ

た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！

初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
淀
家
萬
月
氏
の
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
、
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
び
っ
く

り
交
換
会
、
屋
台
の
出
店
な
ど
、

当
夜
は
冷
え
込
み
ま
し
た
が
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
！
高
知
フ

ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
は
村
上

祐
基
選
手
も
参
加
し
、
ホ
ッ
ト
コ

ー
ヒ
ー
と
グ
ッ
ズ
の
販
売
を
し
ま

し
た
。
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
と

触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
来
年
も
、
ぜ
ひ
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
住
み

ま
す
職
員
、
越
知
町
在
住
の
青
木

走
野
で
す
。
こ
の
度
は
、
こ
の
広

報
を
お
借
り
し
て
一
つ
報
告
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
、
青
木

走
野
は
２
０
１
２
年
12
月
末
を
も

ち
ま
し
て
、
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン

グ
ド
ッ
グ
ス
を
退
職
い
た
し
ま
し

た
。
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

の
２
軍
通
訳
兼
広
報
と
し
て
１
月

か
ら
働
く
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

選
手
時
代
か
ら
大
変
お
世
話
に
な

っ
た
越
知
町
を
離
れ
る
こ
と
は
と

て
も
淋
し
い
で
す
が
、
私
の
こ
れ

か
ら
の
人
生
は
第
二
の
故
郷
で
も

あ
り
ま
す
越
知
町
で
の
経
験
を
糧

に
、
自
信
を
持
っ
て
新
天
地
で
挑

戦
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
年
に
一
回
は
越
知
町
へ
戻
っ

て
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

越
知
町
の
皆
さ
ま
、
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
ご
恩

は
必
ず
将
来
お
返
し
で
き
る
よ

う
、
一
回
り
二
回
り
大
き
く
な
っ

て
、戻
っ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

☆
ご
報
告
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ま・ち・の・話・題

セヘ・ポン・マニ・パドォセヨ！
（明けましておめでとうございます！）
2013年が明けました！カレンダーを開

いて今年の年間休日はどれくらい？と数え
てみたのは私だけでしょうか（笑）。韓国

の場合は一般会社員を基準として土・日を含め、お休みは116日もあるそうです。去年、一昨年と同
じ日数ですが、今年は連休と飛び石連休が多いので、韓国では祝福の年だと呼ばれているそうです。
ここでちょっと話がそれるかもしれませんが、韓国では飛び石連休のことをサンドイッチ連休とも
言います。パンとパンの間に材料が挟んでいる様子を連想したよく使う面白い表現です。
韓国は今年から祝祭日が一日増えて15日になりました。この15日にどんな日があるかは次の表に
まとめたので、ご覧ください。

日本と一番違うところは、韓国では陰暦の習慣が根付いているので、ソルラル（お正月）や秋夕
チョソク

（お盆）の日程が毎年変わることです。三一節
サミルチョル

や顕忠日
ヒョンチュンイル

、光復節
クァンボクチョル

など歴史に関係のある記念日が多い
のも特徴だと言えます。三一節

サミルチョル

は日本に植民地支配をされた1919年3月1日、全国各地で独立運動を
行ったことを記念する日で、8月15日は日本からの解放を記念する日です。日本では終戦記念日です
が、韓国では光を取り戻した日として光復節

クァンボクチョル

と言います。顕忠日
ヒョンチュンイル

は国のために命を捧げた殉国兵士
たちの護国精神と魂を追悼する日です。
さて、韓国の友達が一番うらやましがっているのが日本の振替休日！韓国では振替休日制度を導
入していないので、それいいね～といつも言われています。そして、宗教と関係のある釈迦誕生日

ソッカタンシニル

やクリスマスなども祝日になっているのも日本とは違うところですね。表では11日しかないですが、
ソルラル（お正月）と秋夕

チュソク

（お盆）の前日と翌日も休日になるので、それを全部合わせて15日になります。
最後に22年ぶりに祝日として復活したハングルラルは10月9日です。世宗大王

セジョンデワン

が韓国の文字である
ハングルを作ったことを記念する日であります。休日が多いと経済発展に悪影響を及ぼすという意
見があり1991年より「国軍の日」と共に祝日ではなくなりましたが、優秀なハングルを記念するべきだ
という世論や、休日が業務効率にもいい影響を与えるという世論もあり祝日として復活しました。
今年の活躍も楽しみにしてください！皆さん、よろしくお願いしま～す！

〈出前講座のご案内〉
皆さん、韓国の文化に触れてみませんか？今年も学校や公民館で実施する活動に出かけて、皆さん
と交流を深めます。主題は韓国の文化や韓国料理、伝統遊び、韓国語まで何でも!派遣を希望する場
合は、気軽に声をかけてくださ～い！　　　　　　　 TEL 26－3400 越知町教育委員会　前田・キム

仁淀川町名野川小学校での「韓国の
人々のくらし」講座

野老山公民館での「韓国料理教室お
よび韓国の食文化」講座

明治東部公民館での「韓国文化に触
れよう！」講座

1月1日 新正（シンジョン） 6月 6日　　　　顕忠日（ヒョンチュンイル）

1月1日（陰） ソルラル　　　　　　　　　　　　 8月15日　　　　光復節（クァンボクチョル）

3月1日　　　　三一節（サミルチョル） 8月15日（陰） 秋夕（チュソク）

5月5日　　　　こどもの日　　　　　　　　　　　 10月 3日　　　　開天節（ケチョンジョル）

4月8日（陰） 釈迦誕生日（ソッカタンシニル） *10月 9日　　　　ハングルラル

12月25日　　　　クリスマス



あ
る
大
タ
ヲ
山
展
望
台
へ
の
紅
葉

ツ
ア
ー
に
、
町
内
か
ら
た
く
さ
ん

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

聖
神
社
は
、
断
崖
絶
壁
の
岩
壁

に
ぽ
っ
こ
り
空
い
た
窪
み
に
、
ま

る
で
投
げ
込
ま
れ
た
よ
う
に
た
た

ず
む
神
社
。「
聖
神
社
保
存
会
」

の
岡
村
さ
ん
に
よ
る
と
、
地
元
の

参
拝
者
も
減
り
、
荒
れ
て
い
く
神

社
を
な
ん
と
か
し
よ
う
と
修
理
し

た
の
が
平
成
元
年
。
以
来
、
小
日

浦
出
身
の
方
々
が
中
心
と
な
り
、

保
存
会
と
し
て
維
持
管
理
を
行
っ

て
き
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
４
世
帯
ほ
ど
に
な
っ
た

山
奥
の
集
落
に
、
外
か
ら
続
々
と

人
が
訪
れ
て
い
る
な
ん
て
、
な
ん

て
素
敵
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
越
知

に
ま
た
一
つ
、
宝
物
が
み
つ
か
り

ま
し
た
ね
。

―広報おち―1月号―8―

～おちなまいにち～
http://ochinahi.blog.fc2.com/

携帯でも見られます。

ぜひのぞきに来てください♪

ま・ち・の・話・題

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！
２
０
１
２
年
も
早
終
わ

り
ま
し
た
ね
え
。
早
い
。
ほ
ん
と

に
早
い
。
明
神
様
も
雪
化
粧
。
え

げ
つ
な
い
「
明
神
お
ろ
し
」
が
吹

き
荒
れ
て
い
ま
す
。

先
日
、
越
知
幼
稚
園
の
生
活
発

表
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
み
ん

な
元
気
い
っ
ぱ
い
。
年
少
組
か
ら

年
長
組
ま
で
、
劇
や
歌
、
楽
器
の

演
奏
な
ど
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
一
人
ひ
と
り
が
決
め
ポ
ー
ズ

を
も
っ
て
た
り
、
ち
ゃ
ん
と
ユ
ー

モ
ア
を
忘
れ
て
な
か
っ
た
り
。
さ

す
が
越
知
の
子
（
笑
）。
見
て
て

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
と
く

に
年
長
組
さ
ん
の
劇
と
歌
は
、
成

長
し
て
る
ん
だ
な
あ
（
勝
手
に
親

心
）
と
感
じ
る
、
素
敵
な
発
表
で

し
た
。「
自
分
の
役
に
責
任
を
持

つ
」。
う
ん
う
ん
。
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

い
ま
さ
ら
な
が
ら
、
越
知
の
苗

字
っ
て
変
わ
っ
て
ま
す
よ
ね
。
町

内
苗
字
ラ
ン
キ
ン
グ
・
ト
ッ
プ
３

は
「
片
岡
」、「
西
森
」、「
岡
林
」

（
２
０
０
３
年
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
参

照
）。
こ
ん
な
に
「
鈴
木
」
が
少

数
派
に
な
っ
た
の
は
は
じ
め
て
で

す
。
全
国
的
な
苗
字
ラ
ン
キ
ン
グ

が
通
用
し
な
い
の
は
、
幕
府
時
代

に
土
佐
藩
が
孤
軍
奮
闘
し
て
い

た
？
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
か

し
ら
。
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
集

落
に
よ
っ
て
苗
字
が
偏
っ
て
い
る

こ
と
も
多
い
の
で
（
日
ノ
浦
な
ら

「
武
智
」、
桐
見
川
な
ら
「
斉
藤
」

な
ど
）、
自
然
と
苗
字
じ
ゃ
な
く

て
下
の
名
前
で
呼
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
す
よ
ね
。
そ
れ
が
す
ご
く
い
い

と
思
う
ん
で
す
。
互
い
の
関
係
に

よ
っ
て
呼
び
方
は
変
わ
る
け
ど
、

呼
び
方
に
よ
っ
て
関
わ
り
方
も
変

わ
っ
て
く
る
。
集
落
み
ん
な
が
お

っ
き
い
家
族
み
た
い
に
感
じ
ら
れ

る
の
も
、
呼
び
方
が
大
き
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
…
だ

か
ら
私
も
名
前
で
呼
ば
れ
た
い
で

す
（
笑
）。

越
知
に
き
て
、
９
か
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
今
年
の
冬
、
挑
戦
し
た

い
こ
と
。
昇
り
ゆ
く
初
日
の
出
を

見
る
。
き
れ
い
な
ワ
ラ
草
履
を
作

れ
る
よ
う
に
な
る
（
一
度
挑
戦
す

る
も
、
と
て
も
不
格
好
・
・
・
）。

横
畠
か
ら
越
知
を
散
歩
。
某
社
長

さ
ん
と
勝
負
。
い
ろ
い
ろ
わ
く
わ

く
！
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
！

●
11
月
、
12
月
の
活
動
●

よ
こ
ば
た
け
ク
リ
ス
マ
ス
会
、

福
祉
大
会
、
産
業
祭
、
野
老
山
伝

承
行
事
、日
ノ
浦
ミ
ニ
デ
イ
参
加
、

虹
色
の
里
ふ
る
さ
と
便
準
備
、
い

も
、
大
根
収
穫
手
伝
い
、
な
ど
　
　

中津明神。
風で洗濯竿も倒れる＞＜

こびとのくつや。えい話でした。

皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も

皆
さ
ま
に
と
っ
て
恵
み
多
き
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

横
畠
橋
か
ら
見
た
雪
化
粧
の
黒

森
山
と
、仁
淀
川
の
碧
が
美
し
い
、

越
知
で
二
度
目
の
冬
で
す
。

お
ち
駅
で
、
町
外
か
ら
来
た
方

に
道
案
内
を
す
る
機
会
が
結
構
あ

り
ま
す
が
、
最
近
よ
く
尋
ね
ら
れ

る
の
が
「
新
聞
に
載
っ
ち
ょ
っ
た

小
日
浦
地
区
の
聖
神
社
へ
は
ど
う

や
っ
て
行
け
ま
す
か
？
」
と
い
う

質
問
。
何
度
か
新
聞
に
掲
載
さ
れ

て
か
ら
と
い
う
も
の
、
人
足
が
絶

え
な
い
そ
う
。
も
は
や
越
知
の
新

た
な
観
光
名
所
に
か
ー
ら
ん
。
11

月
に
も
、
聖
神
社
と
、
更
に
上
に

★
ブ
ロ
グ
も
ぜ
ひ
！

「
土
佐
の
里
山
だ
よ
り
」

http://rinajan.blog55.fc2.com
/

学校があった頃の集落の写真（おち駅
にも飾ってあります）。先人の苦労がつ
くった美しさ。 撮影：岡村豊延さん
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ご存じですか？被災建築物応急危険度判定

場広報情

地震で被災した建物について、余震で倒壊するなどの危険性があるかどうかを判定して表示を行うものです。
国や地方公共団体、建築関係団体などが連携し、被災地域に判定士を派遣して行います。
大きな地震が起きると建物は少なからずダメージを受け、倒壊は免れていても地震に対する強さが弱まって

いる可能性があります。大きな地震の後には数回の余震が予想されますが、弱くなった建物は、余震によって
倒壊したり部材が落下したりして人的被害を起こしかねません。このため、被災者がそのまま家にいていいの
か、避難所に避難した方がいいのかなどを判断するために、救命・救急・消防活動と並行してできるだけ速や
かに応急危険度判定を行う必要があります。

なお、地震発生後の建物の判定には次のようなものもあります。これらは判定の目的や基準がそれぞれ異な
ります。
■被災度区分判定　…建物の復旧対策を検討する目的で応急危険度判定後に建物の被災度を詳細に判定するもの
■住家被害認定　　…「り災証明書」を発行する目的で被害程度を認定するもの

また、建物と同様に、造成された宅地に対しても災害時の応急対策として危険度を判定する制
度があります。

■被災宅地危険度判定　…地震や降雨などによる宅地災害が広範囲に発生した後に、二次災害を防ぐ目的で
被害の状況を把握して宅地の危険度を判定するもの
※降雨災害にも対応するところが建物の応急危険度判定と違います。

それぞれの目的をご理解いただき、判定のための調査の際にはご協力くださいますようよろしくお願いします。
◆被災建築物応急危険度判定についてのお問い合わせ先
高知県土木部建築指導課　　　TEL088－823－9891

判定結果は3種類のステッカーを建物の出入口などに貼り付けて表示します。ステッカーはそれぞれＡ3サイズです。

この建物は使用可能です この建物に立ち入る場合は
十分に注意してください

この建物に立ち入ることは
危険です

（
緑
）

（
黄
）

（
赤
）

～第2回「仁淀川シンポジウム」を開催します！～
仁淀川の魅力と可能性を探っていくために、「そうながや！？仁淀川」をテーマにした「仁淀川シンポジウム」

を佐川町で開催します。日程など詳しくは次のとおりです。皆さんのご参加をお待ちしています。
【実施日】 2月2日（土）
【時　間】 正午に開場　　午後1時から4時30分まで開催
【内　容】
アイルランド出身で、電通やパタゴニア日本支社に勤務経験のあるジョンムーア氏による、「Ｍirai noＴ

anne-Ｎiyodogawa 未来の種-仁淀川」と「釣りバカ日誌」のモデルである黒笹慈幾（やすし）氏による「神様
が高知にくれた宝物・仁淀川の魅力とは？」 －釣りバカ浜ちゃんが仁淀川に惚れた5つの理由－と題した２つ
の講演やお二人を交えたトークセッションなどを開催します。
【場　所】 佐川町立桜座ホール（佐川町甲346番地1）
【参加費】 無料
併せて、正午より同会場にてロビー展を開催します。仁淀川のさまざまな取組を紹介しますので、ぜひ見に

来てください。
◎主催　　仁淀川清流保全推進協議会、高知県
◎共催　　仁淀川流域交流会議、佐川町
なお、このイベントは、アサヒビール株式会社からの寄付金を活用して実施します。

◆お問い合わせ・お申し込み先
高知県環境共生課　TEL 088－821－4863 FAX 088－821－4530
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新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

「
平
成
24
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ
ま
す

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が

で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど

に
も
年
金
が
受
給
で
き
る
よ
う
、

思
い
が
け
な
い
人
生
の「
万
が
一
」

の
事
態
に
備
え
、
保
険
料
を
出
し

合
い
、
お
互
い
を
支
え
あ
う
制
度

で
す
。

20
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
に
「
国

民
年
金
加
入
手
続
き
の
ご
案
内
」

が
届
き
ま
す
。
そ
の
中
の
「
国
民

年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」
を

20
歳
の
誕
生
日
前
日
か
ら
14
日
以

内
に
、
役
場
年
金
係
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
厚
生
年
金
・
共
済

組
合
な
ど
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

や
そ
の
扶
養
配
偶
者
は
除
き
ま
す
）

提
出
後
、
国
民
年
金
手
帳
が
送

ら
れ
て
き
ま
す
。
年
金
手
帳
に
記

載
さ
れ
た
基
礎
年
金
番
号
は
、
年

金
を
受
給
す
る
と
き
は
も
ち
ろ

ん
、
会
社
に
就
職
す
る
と
き
な
ど

一
生
使
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
保

険
料（
平
成
24
年
度
　
月
額
１
４，

９
８
０
円
）
の
納
付
義
務
が
あ
り

ま
す
が
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
在
学
期

間
中
の
保
険
料
を
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
学
生
以
外
の
20
歳
代
の

方
に
は
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
制
度
も
、
役
場
年
金

係
に
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
こ
の
届

出
が
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
り
ま
す

と
、
保
険
料
未
納
期
間
と
な
り
、

万
一
の
事
故
な
ど
で
、
障
害
者
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
年
金
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
５

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
お
よ
び

共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と

す
る
年
金
は
、
所
得
税
法
上
「
雑

所
得
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
課

税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

公
的
年
金
等
の
支
払
者
（
日
本

年
金
機
構
・
各
共
済
組
合
等
）は
、

所
得
税
が
老
齢
年
金
等
か
ら
徴
収

さ
れ
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

老
齢
年
金
等
を
受
け
て
い
る
方
全

員
に
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
を
作
成
し
、
今
年
１
月
31
日

ま
で
に
送
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
「
源
泉
徴
収
票
」
に
は
、

平
成
24
年
中
に
支
払
わ
れ
た
年
金

の
支
払
総
額
、
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
た
国
保
・
介
護
保
険
料
等
の

金
額
、
源
泉
徴
収
税
額
お
よ
び
控

除
内
容
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。二

つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て

い
る
方
や
、
年
金
以
外
に
給
与
等

の
所
得
が
あ
る
方
、
ま
た
は
公
的

年
金
等
の
雑
所
得
の
合
計
額
が
各

種
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

方
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
「
源
泉

徴
収
票
」
が
必
要
で
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

は
、
課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
た
め
「
源
泉
徴
収
票
」
は
発
行

さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
西
年
金
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
７
５
―
１
７
１
７

住
民
課
年
金
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
５

●
高
知
労
働
局
で
は
、
県
内
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
高
知
県
最
低
賃
金
」
を
改
正

し
、
10
月
26
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
こ
の
決
定
に
よ
り
、
10
月
26
日

以
降
分
と
し
て
労
働
者
に
支
払

う
賃
金
は
、
１
時
間
６
５
２
円

以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
労
働
局
（
賃
金
室
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
８
５
―
６
０
２
４

ま
た
は
、最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署

高
知
労
働
基
準
監
督
署
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
８
５
―
６
０
３
１

須
崎
労
働
基
準
監
督
署
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
９
―
４
２
―
１
８
６
６

四
万
十
労
働
基
準
監
督
署

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
０
―
３
５
―
３
１
４
８

安
芸
労
働
基
準
監
督
署
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
７
―
３
５
―
２
１
２
８

最
低
賃
金
改
正

の
お
知
ら
せ



県が実施する冬期狩猟免許試験
受講料7,000円

※定員になり次第締め切ります

1月12日（土）
午前９時～

猟友会が実施する講習会

1月27日（日）
午前9時～

県が実施する狩猟免許臨時試験

日　　　時 会　　　場 試験を行う
免許の種類
第一種銃猟
第二種銃猟

わな猟

県立ふくし
交流プラザ

（高知市朝倉戊）

2月2日（土）
午前１０時～
2月3日（日）
午前10時～
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救急車の適正利用にご協力を！
近年、全国的に救急件数が増加しており、高吾北消防も増加傾向にあり、救急車で病院へ行けば待たなくて

もいいからという理由などで救急車を利用すると、重症の傷病者が発生した場所への救急車の到着が遅れるこ
とがあります。
一秒を争う傷病者に適切に対応できるようにご協力ください。

◎具合が悪くなった時、今診療している医療機関を紹介してほしい！
年中無休の24時間体制で、患者の場所や症状に応じて今診療している医療機関を紹介しています。
高知県救急医療情報センター　　　TEL 088－825－1299

◎子どもの具合が悪くなったけれど、受診したほうがいいの？
『こうちこども救急ダイヤル』による医療相談をご利用ください。看護師が電話で相談にお応えします。
※応対可能時間がございます。時間帯を確認の上、電話してください。
こうちこども救急ダイヤル　　　　　　♯8000

木曜、金曜、土曜、日曜、祝日、年末年始（12月29日から1月3日まで） 午後8時から翌日午前1時まで

◎インターネットをご利用できる方は
『こうち医療ネット』で、「まちのお医者さん」、「まちの歯医者さん」のほか、「薬局」を地図などから検索す
ることができます。※携帯電話からも利用できます。
◆消防署では24時間対応で「救急の相談」・「病院紹介」をしていますので、いつでもお気軽にお問い合わせ
ください。
TEL 26－2111（高吾北消防署） TEL 35－0017（仁淀川分署）

平成24年度冬期狩猟免許試験および狩猟免許臨時試験を実施します
受験希望の方は県鳥獣対策課または、最寄りの各地区猟友会までお申し込みください。

日　　　時 会　　　場

津野町役場本庁舎2階
（津野町永野）

田野町総合文化施設
ふれあいセンター
（田野町1456-42）

大豊町農工センター
（大豊町高須）

試験を行う
免許の種類

わな猟

わな猟

わな猟

1月19日（土）
午前10時～
1月20日（日）
午前10時～
1月27日（日）
午前10時～

申請手数料5,200円（一部免除者は、3,900円）
※各試験日の10日前までに県に必着するよう申請してください

第一種銃猟
第二種銃猟
わな猟

県立ふくし
交流プラザ

（高知市朝倉戊）

わな猟

◆お問い合わせ先
高知県　鳥獣対策課　ＴＥＬ088－823－9042
高知県　猟友会　　　ＴＥＬ088－823－1036

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ

今
学
期
か
ら
「
情
報
コ
ー
ス
」

が
新
設
さ
れ
ま
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
放
送
（
Ｂ

Ｓ
デ
ジ
タ
ル
２
３
１
ch
・
５
３
１

ch
）
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。

教
育
・
福
祉
・
心
理
・
政
治
・

経
済
・
法
律
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
の
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

学
び
た
い
意
欲
が
あ
れ
ば
、
誰

で
も
入
学
で
き
ま
す
。

高
知
で
も
、
働
き
な
が
ら
学
ん

で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方

が
学
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
今
、
４
月
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

【
出
願
期
間
】

２
月
28
日
ま
で

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
高
知
学
習

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
４
３
―
４
８
６
４

日　　　時 会　　　場 実施する
講習
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場広報情

い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待

な
ど
の
相
談
ご
と
は
、
子
ど
も
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ

て
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

昼
間

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す
（
教
育
委
員
会
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

夜
間

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
だ
ま
り
（
佐
川
町
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
０
―
０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
６
６
―
６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
６
６
―
３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
３
３
―
２
９
２
２

子
ど
も
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す

越
知
町
で
は
、
は
じ
め
て
の
お

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
お
子
さ
ん

の
紹
介
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

投
稿
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
総

務
課
広
報
担
当
ま
で
連
絡
し
て
い

た
だ
く
と
投
稿
用
紙
を
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
投
稿
用
紙
提
出
の
際
に

は
、
お
子
さ
ん
の
写
真
を
あ
わ
せ

て
、
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
写
真
は
デ
ー
タ
（
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド

な
ど
）で
提
出
し
て
い
た
だ
く
と
、

よ
り
仕
上
が
り
が
き
れ
い
に
な
り

ま
す
。

※
個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
連
絡

を
い
た
だ
い
た
方
の
み
の
掲
載
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１

「
広
報
お
ち
」
は
じ
め

て
の
お
誕
生
日
コ
ー
ナ

ー
へ
投
稿
の
ご
案
内



ソフト

バレーボール

スカッシュ

バレーボール

6人制

バレーボール
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ス
ピ
ー
ド
を
競
う
の
で
は
な

く
、
申
し
込
み
時
の
タ
イ
ム
と
当

日
の
タ
イ
ム
と
の
差
が
少
な
い
人

か
ら
順
位
を
決
め
ま
す
。

親
子
や
友
達
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で

走
っ
て
、
気
持
ち
の
い
い
汗
を
か

き
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
の
た

め
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
を
さ
れ
て

い
る
方
な
ど
、
お
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

１
月
27
日
（
日
）

【
受
付
】

午
前
９
時
〜

【
開
会
式
】

午
前
９
時
30
分
〜

※
開
会
式
終
了
後
、
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

【
コ
ー
ス
】

越
知
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
出

発
し
、
町
内
を
一
周
し
ま
す
。

【
対
象
】

小
学
生
以
上
の
健
康
な
方

【
種
目
】

３
㎞
の
部
・
５
㎞
の
部

【
表
彰
】

上
位
入
賞
者
の
方
に
表
彰
状
と

メ
ダ
ル
・
副
賞
を
授
与
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

町
民
会
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
申
込
用
紙
は
、役
場
窓
口
・

町
民
会
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
）

【
申
込
期
限
】

１
月
21
日
（
月
）

【
そ
の
他
】

当
日
の
タ
イ
ム
変
更
は
、
認
め

ま
せ
ん
。

【
主
催
】

越
知
町
教
育
委
員
会

【
後
援
】

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
０
―
１
０
５
１

【
種
目
】

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

【
場
所
】

町
民
総
合
運
動
場
体
育
館

【
参
加
資
格
】

①
町
内
在
住
者
（
出
身
者
も
可
）

②
町
内
在
勤
者

③
①
ま
た
は
②
の
条
件
を
満
た

す
方
の
家
族
（
高
校
生
以
上
）

④
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

【
試
合
方
法
】

参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
り
、
主
催

者
側
で
決
定
し
ま
す
。

【
表
彰
】

上
位
チ
ー
ム
に
表
彰
状
・
副
賞

を
授
与
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
町
民
会
館
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
用
紙

は
町
民
会
館
、
総
合
運
動
場
、
役

場
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

【
そ
の
他
】

※
開
催
中
の
事
故
な
ど
に
つ
い
て

は
、
主
催
者
側
で
は
責
任
を
負
え

ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

※
棄
権
さ
れ
る
チ
ー
ム
の
代
表
者

の
方
は
、
必
ず
事
務
局
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

※
高
校
生
が
参
加
さ
れ
る
場
合

は
、保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

【
主
催
】

越
知
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

【
後
援
】

越
知
町
教
育
委
員
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
０
―
１
０
５
１

1月14日（月）

午後5時まで

1月29日（火）

午後5時まで

2月4日（月）

午後5時まで

チーム編成

1月17日（木）

午後7時～

受付午後6時40分～

2月1日（金）

午後7時～

受付午後6時40分～

2月6日（水）

午後7時～

受付午後6時40分～

1チーム4人。

男性は2人まで。

（ただし、50歳以上の方は適用外）

1チーム3人。男性は1人まで。

（ただし、1部は適用外。また45歳以上の

男性は、女性とみなすことが可能です）

６人制ルールで行い、男性は4人まで。

（ただし、40歳以上の方は適用外）

種　目 日　時 申込み期限

ë募集・案内 ê

第
28
回
越
知
町

ピ
ッ
タ
リ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
参
加
者
募
集

第
18
回
　
越
知
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
長
杯
　
参
加
チ
ー
ム
募
集

博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

企
画
展

「
豊
か
な
森
に
す
ま
う
も
の

〜
高
知
の
コ
ウ
モ
リ
〜
」

【
日
時
】

１
月
３
日
（
木
）
か
ら

３
月
３
日
（
日
）
ま
で

【
場
所
】

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

【
入
館
料
】

大
人
　
　
　
　
５
０
０
円

高
校
・
大
学
生
４
０
０
円

小
・
中
学
生
　
２
０
０
円

※
各
20
名
以
上
の
団
体
１
０
０
円
引

【
開
館
時
間
】

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
入
館
　
午
後
４
時
半
）

【
休
館
日
】

毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
翌
日
）

◎
平
成
24
年
度

「
高
知
山
の
日
推
進
事
業
」

こ
の
行
事
は
、
森
林
環
境
税
を

活
用
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

★
１
月
３
日
（
木
）
は
博
物
館
に

無
料
で
入
館
で
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
０
６
０
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ë募集・案内 ê

越
知
幼
稚
園
　

園
庭
開
放

高
血
圧
予
防
教
室

『
お
も
ち
つ
き
』

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

今
月
は
、
み
ん
な
で
「
お
も
ち

つ
き
」
を
し
ま
す
。
幼
稚
園
の
お

友
だ
ち
と
お
も
ち
つ
き
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

１
月
25
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
幼
稚
園

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
７

乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
お
持
ち
の

方
を
対
象
に
、
左
記
の
日
程
で
行

い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

１
月
29
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時
半
ご
ろ

【
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
検
診
室

【
内
容
】

折
り
紙
遊
び

【
講
師
】

在
宅
保
育
士
　

千
頭
　
眞
己
先
生

【
持
参
物
】

飲
み
も
の
、お
や
つ
、母
子
手
帳

※
参
加
希
望
の
方
は
、
１
月
23
日

（
水
）
ま
で
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
ま
で
連
絡
を
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
申
し
込
み
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
、
お

願
い
し
ま
す
。

寒
く
な
り
ま
す
が
、
な
か
よ
し

ひ
ろ
ば
に
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

☆
１
月
の
予
定
☆

（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
９
日
（
水
）

お
正
月
あ
そ
び
を
し
よ
う
！

◎
18
日
（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う
！

◎
25
日
（
金
）

鬼
を
作
ろ
う
！

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】

越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
　
須
内
・
岡
本

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

育
児
相
談
・
親
子
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
の
ご
案
内

生
活
習
慣
病
が
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
こ
の
誘
因
と
さ
れ
る
内

蔵
型
肥
満
は
中
高
年
に
増
加
傾
向

が
あ
り
、
そ
の
原
因
と
し
て
は
朝

食
の
欠
食
、
野
菜
の
摂
取
不
足
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
を
改
善
し
効
果
的
な

取
り
組
み
を
実
施
す
る
た
め
高
血

圧
予
防
教
室
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
】

１
月
25
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

【
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

【
対
象
】

越
知
町
住
民
　
　

【
内
容
】

高
血
圧
予
防
の
学
習

調
理
実
習（
高
血
圧
予
防
の
食
事
）

【
参
加
費
】

無
料

【
申
込
期
限
】

１
月
21
日
（
月
）
正
午
ま
で
　
　

先
着
20
人

※
昼
食
は
、
調
理
し
た
も
の
を
食

べ
ま
す
。

◎
主
催
　

越
知
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

◆
お
申
し
込
み
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

宮
の
前
公
園
コ
ー
ス

【
日
時
】

１
月
18
日
（
金
）

午
前
11
時
30
分

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
片
岡
集
合

正
午

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
片
岡
出
発

午
後
４
時

帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
片
岡
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
新
年
昼
食
会
と
し
て
実
施
す
る

・
会
費
１
’
７
０
０
円

・
集
合
時
間
厳
守

・
人
員
に
達
す
る
と
締
め
切
る

・
小
雨
決
行

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

矢
野
（
３
区
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
４
５
８

歩
こ
う
会
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木
造
如
来
形
坐
像

も
く
ぞ
う
に
ょ
ら
い
ぎ
ょ
う
ざ
ぞ
う

や
か
な
面
相

め
ん
そ
う

を
刻
み
、
衲
衣

の
う
え

を

偏
袒
右
肩

へ
ん
た
ん
う
け
ん

に
着
け
、
左
手
を
屈
臂

く
っ
ぴ

し
て
坐ざ

す
。

※
今
ま
で
に
も
仏
像
用
語
は
度
々
た
び
た
び

出
ま
し
た
が
、
お
さ
ら
い
の
意
味

も
込
め
て
載の

せ
て
お
き
ま
す
。

○
肉
髻
に
っ
け
い

…
頭
の
上
に
さ
ら
に
こ
ぶ

状
に
盛
り
上
が
っ
た
知
恵
ち

え

こ
ぶ
の

こ
と
。

○
螺
髪
ら
ほ
つ

…
お
釈
迦
様

し
ゃ
か
さ
ま

は
悟さ

と

り
を
開

い
た
時
髷ま
げ

を
結ゆ

っ
て
い
た
髻

も
と
ど
り

（
た

ぶ
さ
）
の
ひ
も
を
切
っ
た
と
こ
ろ

ち
ぢ
れ
毛
で
、
引
っ
張
る
と
伸
び

る
が
離
す
と
縮
れ
て
渦
に
巻
い
て

し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
髪
を
螺
髪

と
い
い
、
ま
た
旋
毛
せ
ん
も
う

と
も
い
い
ま

す
。

○
肉
髻
珠

に
っ
け
い
し
ゅ

…
如
来
の
頭
が
盛
り
上

が
っ
て
い
る
所
を
肉
髻
に
っ
け
い

と
い
い
、

知
恵
こ
ぶ
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
こ

越
知
町
の
文
化
財

越
知
史
談
会
No.18

は
じ
め
に

し
ば
ら
く
和
鏡
が
続
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
文
徳
集
落
（
越
知
丙
）

の
地
蔵
堂
に
あ
る
越
知
町
指
定
文

化
財
で
あ
る
三
体
の
木
像
の
紹
介

で
す
。
第
一
回
目
は
鎌
倉
時
代
の

仏
像
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。指

定
年
月
日
は
平
成
十
六
（
二

〇
〇
四
）
年
三
月
九
日
の
指
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

高
知
県
文
化
財
保
護
審
議
会
長

前
田
和
男
氏
の
報
告
書
を
参
考
に

し
な
が
ら
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

（

）書
き
の
中
が
説
明
文
で
す
。

木
造
如
来
形
坐
像
　
一

像
高
　
一
一
・
〇
セ
ン
チ

鎌
倉
時
代

■
ヒ
ノ
キ
材
、
寄
木
造

よ
せ
ぎ
づ
く
り

、
彫
眼

ち
ょ
う
が
ん

の

漆
箔
像

し
っ
ぱ
く
ぞ
う

で
、
内
刳

う
ち
ぐ

り
を
施ほ

ど
こす

。

（
木
で
造
ら
れ
た
如
来
に
ょ
ら
い

の
形
の
坐す

わ

っ
た
仏
像
が
一
体
あ
り
ま
す
。

仏
像
の
高
さ
は
一
一
・
〇
セ
ン

チ
あ
り
、
鎌
倉
時
代
に
造
ら
れ
た

も
の
で
す
。
材
料
は
ヒ
ノ
キ
材
を

組
み
合
わ
せ
て
造
ら
れ
、
目
は
彫ほ

り
込こ

ん
で
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
も

と
は
漆う
る
し
を
塗
っ
た
上
に
金
箔
き
ん
ぱ
く

を
貼は

っ
た
像
で
、
体
の
内
側
は
像
が
割

れ
な
い
よ
う
に
削け
ず

ら
れ
て
い
ま

す
）

○
如
来
に
ょ
ら
い

…
修
行
を
完
成
し
悟
り
を

開
い
た
人
の
尊
称
。
人
々
を
救
う

た
め
に
心
理
の
世
界
か
ら
来
た
人

と
解
し
て
如
来
と
訳
し
ま
す
。

■
肉
髻
に
っ
け
い

を
半
円
形
に
つ
く
り
、

螺
髪
ら
ほ
つ

は
切
り
付
け
螺
髪
で
、

肉
髻
珠

に
っ
け
い
し
ゅ

、
白
毫

び
ゃ
く
ご
う

を
嵌
入

か
ん
に
ゅ
う

し
、
お
だ

れ
を
美
化
し
て
肉
髻
の
正
面
に
小

型
化
し
赤
く
塗
っ
た
も
の
で
、
こ

れ
は
知
恵
の
光
を
表
現
し
た
も
の

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
白
毫

び
ゃ
く
ご
う
…
額ひ
た
い
の
真
ん
中
に
白
い
長

い
毛
が
一
本
右
に
渦
を
巻
い
て
生

え
て
い
て
慈
愛

じ
あ
い

の
光
を
放
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
衲
衣
の
う
え

…
世
の
人
が
捨
て
て
し
ま

う
よ
う
な
粗
末
そ
ま
つ

な
衣
。

○
偏
袒
右
肩

へ
ん
た
ん
う
け
ん

…
右
肩
を
現
し
た
衣

の
着
け
か
た
。

（
頭
の
肉
髻
は
半
円
形
に
造
ら
れ
、

螺
髪
ら
ほ
つ

は
螺
旋
状

ら
せ
ん
じ
ょ
う

に
削
り
出
し
、
肉

髻
珠
、
白
毫
を
は
め
込
ん
で
、
お

だ
や
か
な
お
顔
を
造
り
、
衣
は
右

肩
を
あ
ら
わ
し
た
着
方
で
、
左
手

は
肘ひ

じ

を
曲
げ
て
坐す

わ

っ
て
い
ま
す
）

■
構
造
は
、
頭
・
体
部
を
一
材
か

ら
彫
り
出
し
、
頭
部
と
胸
前
む
ね
ま
え

を
割

り
離
し
、
頭
部
下
か
ら
胸
部
に
か

け
て
内
刳
う
ち
ぐ

り
を
施
し
て
体
幹
部

た
い
か
ん
ぶ

に

矧は

ぎ
寄
せ
る
切
断
割
り
矧
ぎ
の
つ

く
り
と
し
、
更さ
ら

に
右
肩
か
ら
地
付
じ
つ
き

ま
で
膝
前
ひ
ざ
ま
え

も
含
め
て
割
り
離
し

て
、
割
り
離
し
た
体
幹
部
右
側
面

と
胸
前
か
ら
ノ
ミ
を
入
れ
て
内
刳

り
を
施
す
。

（
造
り
を
見
る
と
、
頭
と
体
の
部

分
を
一
つ
の
材
料
か
ら
削
り
だ
し

て
お
り
、
頭
と
胸
前
を
一
度
割
り

離
し
て
頭
の
下
部
分
と
胸
に
か
け

内
側
を
削
り
、
再
び
く
っ
つ
け
る

造
り
方
を
し
て
お
り
、
更
に
右
肩

か
ら
下
の
端
ま
で
膝
の
前
も
含
め

て
割
り
、
割
り
離
し
た
体
の
右
側

と
胸
前
か
ら
ノ
ミ
を
入
れ
て
内
側

を
削
っ
て
い
ま
す
）

■
そ
の
上
残
さ
れ
た
膝
前
も
左
手

前
膊
部

ぜ
ん
は
く
ぶ

か
ら
先
と
と
も
に
割
り
離

し
て
い
る
。
い
ま
右
肩
か
ら
地
付

ま
で
（
右
手
先
を
含
む
）
と
、
膝

前
と
左
手
前
膊
部
を
欠
失
け
っ
し
つ

し
、
肉

髻
珠
、
白
毫
を
失
い
、
右
顔
面
が

地
髪
部

じ
は
つ
ぶ

螺
髪
と
も
損
傷
し
、
鼻
か

ら
口
に
か
け
て
も
つ
ぶ
さ
れ
、
ま

こ
と
に
傷い
た

ま
し
い
姿
と
な
っ
て
い

る
。
小
像

し
ょ
う
ぞ
う

な
が
ら
丁
寧

て
い
ね
い

な
つ
く
り

で
、
作
者
の
す
ぐ
れ
た
技
倆
ぎ
り
ょ
う

が
う

か
が
え
る
。

（
そ
の
上
残
さ
れ
た
膝
前
も
左
手

肘ひ
じ

の
前
か
ら
先
と
と
も
に
割
り
離

し
て
い
ま
す
。
い
ま
右
肩
か
ら
右

手
先
を
含
め
て
下
の
端は
し

ま
で
と
、

膝
前
及
び
左
手
肘
前
部
分
を
失
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
肉
髻
珠
、
白
毫

も
失
い
右
顔
面
が
髪
の
生
え
ぎ
わ

お
よ
び
螺
髪
と
と
も
に
傷
つ
け
ら

れ
、
鼻
か
ら
口
に
か
け
て
も
つ
ぶ

さ
れ
、
ま
こ
と
に
傷
ま
し
い
姿
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
小
さ
な
像
な

が
ら
丁
寧
な
造
り
で
、
作
者
の
す

ぐ
れ
た
わ
ざ
が
う
か
が
え
ま
す
）

（
続
く
）

い
っ
く
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越�知�中�学�校�

晩秋の学校の様子
新年、明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。
さて、越知中学校の11月から12月の様子をお知らせします。この期間、越知小学校の体育館をお借りして
の文化祭・ツムラ・御神幸（おなばれ）・町福祉大会へのボランティア活動・マラソン大会・吹奏楽部定期
演奏会（会場：越知小学校）をはじめとする、各種部活動の大会がありました。

3年生　8時間授業
～補習始まる～

今まででしたら、6校時終了後、終わりの会をして午後4時5分に放課となりますが、吹奏楽部の定期演奏会
が終わると、3年生は本格的な補習授業が始まりました。
7校時は各教室で5教科の補習を行い、更に、希望者は8校時として3年団の教員や校長先生による数学など
の特訓を受けております。

（教室での補習の様子　7校時） （校長室にて、校長先生による特訓の様子 8校時）

文化祭、越知小学校とOB会に感謝
～11月3日（土）於：越知小学校　体育館～

体育館改築につき文化祭は、越知小学校体育館で開催しました。小学校の行事を調整していただくなど、
ご協力を得て、総合的な学習の発表や、合唱コンクールを実施することができました。また　PTA-OB会の皆
さまには、餅米ご寄贈からお餅つきのボランティアまで大変お世話になりました。お陰様で例年に劣らない
ような、充実した文化祭を開催することができました。この場をお借りして、重ねてお礼を申し上げます。

（PTA-OB会の皆さんによる餅つき 900個以上できました） （合唱コンクールで優勝した3年A組）

マラソン大会
～11月28日（水）於：宮の前公園～

昨年度までは、今成グラウンドをスタートし、柴尾の町道から１本杉のコースを走っていましたが、改築工事の関
係で大型ダンプの交通量が多くなり、本年度はコースを変えました。宮の前公園の周回コースで実施しました。

（自転車で会場へ） （女子のスタート） （男子のスタート）

学校の情報は、WEBで随時更新しています。
http：//ochi-jhs.sakura.ne.jp/ochi-xoops/

その他の様子や、鮮明なカラ
ー画像は、本校のブログなどを
ご覧ください。
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優良交通関係表彰を募集�
交通安全協会では会員を対象に、無事故無違反の方を表彰しています。自薦・他薦は問いませんので、�
ふるってご応募ください。�

◆表彰の種類および基準　　※下記の資格を満たし、他の運転者の模範となる方。�

※申込用紙は、佐川警察署内交通安全協会・役場総務課・分会長が用意していますので、必要事項に�
　記入してお申し込みください。申請時に無事故無違反証明書代（630円）が必要です。�
※提出期限は、1月末までにお願いします。�

�

◇お申し込み・お問い合わせ先◇�
・交通安全協会佐川支部　22－0110  ・越知町役場　総務課　26－1111 ・越知分会長　矢野一郎　26－0454

表彰種別� 授与者� 表彰を受けられる資格�

①支部表彰�

②県表彰�

③交通栄誉賞�
（緑十字銅賞）�

④管区表彰�

警察署長�
支部長�
警察本部長�
県協会長�

全日本交通安全協会長
�

 �
四国管区警察局長�
四国交通安全協会長�

7年以上無事故・無違反�
   �
10年以上無事故・無違反�
   �
10年以上無事故�
5年以上無違反�
20年以上無事故�
10年以上無違反�

表彰を初めて受けられる方�
  �
①の支部表彰を受けられている方�
（支部受賞翌年から資格あり）  �

②の県連名表彰を受けられてる方�
  �
③の銅賞を受けられている方  

巧妙な買え買え詐欺にご注意ください！�
詐欺的なもうけ話のトラブルが多発しており、「買え買え詐欺」ともいえる�
劇場型勧誘の手口は、次のように、より巧妙化、悪質化しています。�
①過去の損失を取り戻すという。【被害回復型】�
②郵送や手渡しで支払われる。【口座振り込み回避型】�
③お金は代わりに支払うので申し込みさえすれば良いという。【代理申請型】�
④自宅を担保に借金までさせて全財産を奪い取ろうとする。【根こそぎ型】�
⑤不審に思って申し込みをやめようとすると脅してくる。【恫喝型】�
　これらの契約当事者は60歳以上の方が8割を占め、投資対象はエネルギーや新薬、福祉など最近話題と�
なったり、高齢者が興味を持ちそうなものとなっています。�

10年前、八葉グループ（健康食品のマルチ商法）に300万出資し被害に遭った。�
Ａ社から「被害回復分配金106万5千円を直接手渡すので、自分たちの代 わりに�
新薬の研究・開発をしているＢ社に投資してほしい」と電話勧誘があった。�
300万円をゆうパックで送付したが、その後Ｂ社とは連絡が取れない。�

実際に勧誘業者の言うとおりに投資した消費者が利益を得られたケースは１件もありません。            �
うまい話はないということを肝に銘じておきましょう。きっぱりと断ることが大切です。            �
お金を渡してしまうと取り返すのは困難です。絶対にお金を渡さないようにしましょう。            �
勧誘された時点で、最寄りの消費生活センター（TEL088－824－0999）などに相談しましょう。 

こんな手口!�
県 内 事 例　�

現
在
、
年
末
年
始
の
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
は
、
飲
酒
の
機
会
が

多
く
な
る
こ
と
や
、
交
通
量
の
増

加
な
ど
を
原
因
と
し
て
、
交
通
事

故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安

全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
安
全

で
安
心
な
人
に
や
さ
し
い
交
通
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

【
重
点
目
標
】

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

②
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
根
絶

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

年
末
年
始
の

交
通
安
全
運
動

実
施
中
！



住
所

１
　
区

３
　
区

５
　
区

５
　
区

６
　
区

７
　
区

10

区

大
　
平

稲
　
村

氏
　
　
　
名

山
中
　
福
子

吉
田
　
　
孝

片
岡
　
道
廣

西
村
　
　
幸

岡
村
　
益
猪

西
村
　
利
惠

長
谷
川
楠
子

古
味
　
文
子

大
原
　
豊
美

町
民
の
動
き

お
く
や
み

11
月
届
け
出
分

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。

人　口

男

女

世帯数

6,329（△14）

2,947（△ 6 ）

3,382（△ 8 ）

2,963（△ 3 ）

出生

死亡

転入

転出

1

10

5

10

（12月1日現在）
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消
防
団
の
活
動
状
況

（
平
成
24
年
11
月
）

11
月
の
消
防
団
の
活
動
状
況
は
、

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
住
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
と
、
温
か

い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◎
訓
練
出
動
　
　
１
件

（
延
日
数：

１
日
、

延
人
員：

95
人
）

◎
予
防
出
動
　
２
件

（
延
日
数：

２
日
、

延
人
員：

30
人
）

◎
火
災
出
動
　
　
０
件

◎
捜
索
出
動
　
　
０
件

◎
警
戒
出
動
　
　
０
件

◎
水
防
出
動
　
　
０
件

新
規
入
団
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。入

団
に
関
す
る
こ
と
は
、
お
近

く
の
消
防
団
員
、
も
し
く
は
役
場

総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

岩手県陸前高田市では、東日本大震災の復興のシンボルである奇跡の一本松を保存
するための募金に取り組んでいます。
奇跡の一本松は、東日本大震災の大津波に耐え、約7万本の松原から唯一残った松
です。
しかし、海水による傷みがひどく、平成24年5月に枯死が確認されました。
陸前高田市では、この奇跡の一本松を復興の象徴として後世に受け継ぐために、モ
ニュメントとして保存することといたしました。整備にあたっては多額の資金を要す
るため、今回「奇跡の一本松保存募金」として全世界へご協力をお願いし、奇跡の一
本松の保存および周辺の環境整備に充てたいと考えております。皆さまの温かい善意
とご協力をお願いします。

募金方法
口座振込　口座：岩手銀行高田支店（普通）2051836 名義：奇跡の一本松保存募金 代表　陸前高田市長　戸羽太

口座：ゆうちょ銀行　02290－9－127013 名義：奇跡の一本松保存募金
※ゆうちょ銀行以外の金融機関からゆうちょ銀行へ振込される場合　　
口座：二二九（229）店　当座　0127013

現金書留　現金と送付金額、住所、氏名、電話番号を書いて、陸前高田市都市計画課へ
後日、陸前高田市から受領書を送付します。

◆お問い合わせ先
〒029－2292 岩手県陸前高田市高田町字鳴石42番地5

陸前高田市建設部都市計画課計画係　　　　0192-54-2111（内線461）

奇跡の一本松保存募金について

毎月第3日曜日は「家庭の日」
「家庭の日」の標語　 2 3 年度優秀標語⑩

一日の　出来事話す　家族の和
青少年育成越知町民会議
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日 曜日

金

水

金

火

水

木

金

月

火

水

木

金

日

月

火

水
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スポーツ推進委員長杯（スカッシュバレー）

スポーツ推進委員長杯（６人制バレー）

消防団初午行事

備　考種　　　　　目 場　　所 集合時間など

13ページ参照

13ページ参照

19：00～

19：00～

7：00～

町民総合運動場体育館

町民総合運動場体育館

町内

金

水

土

行

事

カ

レ

ン

ダ

ー

14ページ参照

ＪＡコスモス

社会福祉協議会

ＪＡコスモス

13ページ参照

14ページ参照

ＪＡコスモス

Ｈ21.6.1～Ｈ21.11.30生

Ｈ22.9.1～Ｈ22.11.30生

14ページ参照

14ページ参照

13ページ参照

14ページ参照

社会福祉協議会

犬猫引取日

なかよしひろば

「お正月あそびをしよう！」

犬猫引取日

ミニデイ（鎌井田）

ミニデイ（佐之国）

犬猫引取日

ミニデイ（大平）

スポーツ推進委員長杯（ソフトバレー）

なかよしひろば

「誕生会を楽しもう！」

あいさつ運動

健康相談

ミニデイ（日ノ浦）

3歳児検診

2歳児健診

越知幼稚園　園庭開放

「おもちつき」

なかよしひろば

「鬼を作ろう！」

第２８回ピッタリロードレース

健康相談(桐見川3区）

犬猫引取日

育児相談・親子ふれあいサロン

ミニデイ（谷ノ内）

1
月

役場

越知保育園

役場

鎌井田老人里の家

佐之国集会所

役場

大平集会所

町民総合運動場体育館

越知保育園

役場前

遊行寺複合集会所

日ノ浦集会所

保健福祉センター

越知幼稚園

越知保育園

越知小学校グラウンド

栃ノ木集会所

役場

保健福祉センター

谷ノ内ふれあい荘

8：30～ 9：15

9：30～正午

8：30～ 9：15

10：00～

10：00～13：00

8：30～ 9：15

9：30～

19：00～

9：30～正午

7：40～ 8：15

9：30～

9：30～

13：30～

13：45～

9：30～11：30

9：30～正午

9：00～

13：30～

8：30～ 9：15

13：00～

10：00～13：00

２
月

あ
け
ぼ
の
句
会

◎
　
稲
妻
負
う
て
青
年
が
来
る
土
佐
の
国

た
む
ら
ち
せ
い

冬
木
よ
り
さ
び
し
く
人
の
立
ち
に
け
り
　

○
　
顔
あ
げ
て
夕
日
の
高
さ
そ
ぞ
ろ
寒

服
部
す
え
子

県
境
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
烏
瓜

か
ら
す
う
り

○
　
小
春
日
に
母
知
る
人
と
出
会
い
け
り

辻
　
　
静
香

天
窓
の
空
い
っ
ぱ
い
に
小
鳥
来
る

○
　
図
書
館
よ
り
落
葉
降
る
道
踏
み
帰
る

松
本
　
孝
子

日に
ち

に
ち
の
今
を
大
事
に
葱ね

ぎ

刻
む

○
　
冬
の
蚊
の
何
も
遺の

こ

さ
ず
果
て
に
け
り
　
澤
田
　
泰
彦

億
年
を
眠
り
し
化
石
冬
の
虹

※
　
名
句
鑑
賞

○
　
元
日
や
神
代
の
こ
と
も
思
わ
る
る
　

守も
り

武た
け

羽
浮
い
て
樹
上
一
尺
初
鴉

は
つ
が
ら
す

綾
部
　
仁じ
ん
喜き

酔
う
て
飲
む
水
を
頌わ

か

ち
て
福
寿
草
　

遠
藤
　
梧ご

逸い
つ

『
会
員
募
集
中
』

あ
け
ぼ
の
句
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
。

入
会
ご
希
望
の
方
は
、澤
田（
０
９
０
―
６
１
９
２
―
１
４
７
５
）ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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地
籍
調
査
推
進
員
の
北
川
充
興

氏（
桑
薮
）が
、平
成
24
年
度
の
越

知
町
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

越
知
町
表
彰
は
、
町
の
政
治
、

経
済
、
文
化
、
社
会
、
そ
の
他
各

般
に
わ
た
っ
て
町
政
振
興
に
寄
与

し
、
ま
た
は
町
民
の
模
範
と
認
め

ら
れ
る
行
為
が
あ
っ
た
も
の
を
表

彰
し
、
も
っ
て
町
の
振
興
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

す
。

同
氏
は
、
平
成
14
年
６
月
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
、
国
土
調
査
事

業
の
地
籍
調
査
推
進
員
と
し
て
、

そ
の
知
識
と
経
験
に
加
え
、
事
前

に
関
係
人
へ
の
聞
き
取
り
調
査
や

現
地
踏
査
を
行
う
な
ど
、
一
筆
地

調
査
に
献
身
的
に
取
り
組
み
、
国

土
調
査
事
業
の
推
進
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
た
功
績
を
高
く
評
価
さ

れ
、今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
21
日
の
平
成
24
年
度
越
知

町
保
健
福
祉
大
会
で
、
表
彰
状
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
に
お
け
る
益
々
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
し

ま
す
。

地
籍
調
査
推
進
員
　
北
川
充
興

氏
（
桑
薮
）

12
月
10
日
（
月
）
役
場
前
駐
車
場
に
て
、
商
店
街

の
活
性
化
と
明
る
く
元
気
で
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
た
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
冬
物
語
」
の
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

辺
り
が
冬
の
夜
空
に
包
ま
れ
た
午
後
５
時
30
分
、

越
知
町
観
光
大
使
の
淀
家
萬
月
さ
ん
と
吉
岡
町
長
に

よ
り
点
灯
ス
イ
ッ
チ
が
押
さ
れ
ま
し
た
。

点
灯
の
瞬
間
を
楽
し
み
に
集
ま
っ
た
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
人
々
と
と
も
に
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
、「
10
・
９
・
８
・・・
３
・
２
・
１
」
点
灯
の
瞬
間

に
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

役
場
前
の
ケ
ヤ
キ
並
木
を
飾
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

他
、町
の
シ
ン
ボ
ル
横
倉
山
や
大
樽
の
滝
、ま
た
清
流
仁

淀
川
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
広
場

や
並
木
通
り
を
や
さ
し
い
灯
り
で
彩
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
萬
月
さ
ん
の
ト
ー
ク
ー
シ
ョ
ー
や
、

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
参
加
、
ま
た
越

知
町
商
工
会
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

の
方
々
に
よ
る
屋
台
の
他
、
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
交
換

所
な
ど
が
軒
を
連
ね
、
冬
の
夜
の
イ
ベ
ン
ト
に
ぴ
っ

た
り
の
心
ま
で
温
ま
る
よ
う
な
点
灯
式
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
役
場
前
の
ほ
か
「
お
ち
駅
」

な
ど
国
道
沿
い
に
も
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
点
灯
期
間

は
１
月
７
日
（
月
）
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
美
し
い

夜
空
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
　

越
知
町
商
工
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
８
１

越
知
町
冬
の
風
物
詩

越
知
町
冬
の
風
物
詩�

　
　
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン�

越
知
町
冬
の
風
物
詩�

　
　
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン�


